
東京ビッグサイトにて自衛隊をＰＲ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
就
業
体
験
を
通
じ
て
仕
事

ト
で
は
参
加
企
業
等
が
各
ブ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内

当
日
は
、
約
３
２
０
社
の
企
業
及
び
大
学
１
・
２
年
生
、

容
等
を
説
明
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
く
こ

聞
い
て
い
た
。
学
生
か
ら
は
「
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

や
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る
制
度
で
あ
り
、
当
該
イ
ベ
ン

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
東
京
地
本
で
も
駐
屯
地
・
基
地

て
説
明
し
た
。

東
京
地
本
募
集
課
は
、
今
後
も
就
活
イ
ベ
ン
ト
等
を
積

極
的
に
活
用
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
化
さ
せ
る
と
と

等
で
開
催
す
る
オ
フ
ィ
ス
ツ
ア
ー
等
の
参
加
型
説
明
会
を

ー
ス
に
も
約
７
０
０
名
の
学
生
が
訪
れ
、
熱
心
に
説
明
を

わ
っ
た
」「
女
性
も
活
躍
で
き
る
組
織
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

保
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

企
画･

実
施
し
て
い
る
。

専
門
学
生
ら
約
２
万
人
の
学
生
が
参
加
、
東
京
地
本
の
ブ

も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
優
秀
な
人
材
及
び
志
願
者
を
確

東
京
地
本
（
本
部
長　

荒
井
陸
将
補
【
当
時
】）
は
６
月

22
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ビ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
参
加
し
、
東
京
地
本

の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
て
自
衛
隊
の
役
割
・
活
動
等
に
つ
い

出身校で自衛隊をＰＲ
屯
地
）
で
勤
務
す
る
白
鳥
士
長
が
、
自
衛
隊
を
志
願
し
た
き

た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
受
験
を
考
え
た
い
」
等
の
感
想
が
あ

っ
か
け
、
入
隊
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
験
談
や
部
隊
で

し
て
入
隊
し
た
第
１
空
挺
団
（
習
志
野
駐
屯
地
）
で
勤
務
す

と
し
て
入
隊
し
、
現
在
は
第
１
０
１
施
設
器
材
隊
（
古
河
駐

の
生
活
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
広
報
官
の
横
山
曹
長

と
し
て
い
る
。

隊
・
入
校
し
た
両
校
の
卒
業
生
は
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。

ア
ッ
プ
に
一
役
買
っ
て
い
た
。

台
東
出
張
所
は
、
今
後
も
部
隊
と
連
携
し
て
積
極
的
に
採

て
も
ら
い
募
集
基
盤
の
強
化
及
び
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た
い

月
１
日
に
上
野
法
律
専
門
学
校
、
７
月
５
日
に
私
立
岩
倉
高

が
一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補
生
に
関
す
る
制
度
も
説

る
諏
訪
１
士
が
、
入
隊
し
た
き
っ
か
け
や
第
１
空
挺
団
の
概

要
、
勤
務
し
て
感
じ
た
こ
と
を
語
り
、
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ

と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
自
衛
隊
に
興
味
を
も
っ

明
し
、
学
生
か
ら
は
「
今
ま
で
思
っ
て
い
た
事
と
違
う
事
が

っ
た
。

用
広
報
活
動
を
実
施
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
化
さ
せ
る

東
京
地
本
台
東
出
張
所
（
所
長　

武
下
３
陸
佐
）
は
、
７

校
に
お
い
て
自
衛
官
採
用
説
明
会
を
開
催
し
た
。

両
校
で
の
説
明
会
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
自
衛
隊
へ
入

雇用企業主等が即自コミュニティ・デーに参加

本
イ
ベ
ン
ト
は
雇
用
企
業
主
や
家
族
等
に
対
し
、
即
応
予

両
の
体
験
試
乗
等
を
通
じ
て
、
即
応
予
備
自
衛
官
制
度
の
普

は
違
う
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
上
司
・
同
僚
、
家
族
ら
は
、

及
や
理
解
の
促
進
、
自
衛
隊
に
対
す
る
信
頼
感
の
醸
成
を
図

で
は
、
隊
員
特
製
の
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
や
「
か
ら
揚
げ
」

備
自
衛
官
招
集
訓
練
及
び
装
備
品
の
見
学
、
ま
た
自
衛
隊
車

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
昨
年
以
来
２
度
目
の
開
催
と

な
広
報
活
動
を
通
じ
て
幅
広
い
業
種
・
年
齢
層
に
対
し
て
制

す
る
協
力
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

東
京
地
本
予
備
自
衛
官
課
は
予
備
自
衛
官
等
制
度
の
普
及
、

報
イ
ベ
ン
ト
、
自
衛
隊
の
部
隊
研
修
、
訓
練
見
学
等
、
活
発

な
る
。

て
い
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
炊
事
車
を
使
用
し
た
調
理
実
演

を
試
食
す
る
等
、
今
回
の
即
自
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ー
は
参

加
者
に
大
好
評
で
あ
り
、
予
備
自
衛
官
等
制
度
の
充
実
に
関

官
及
び
予
備
自
衛
官
の
充
足
向
上
の
た
め
、
今
後
も
各
種
広

度
普
及
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

部
外
訓
練
を
見
学
し
、
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
普
段
と

訓
練
参
加
隊
員
の
迫
力
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
大
声
援
を
送
っ

特
に
本
業
と
の
「
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
」
即
応
予
備
自
衛

東
京
地
本
（
本
部
長　

荒
井
陸
将
補
【
当
時
】）
は
７
月

連
隊
が
主
催
す
る
即
応
予
備
自
衛
官
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ー

上
野
法
律
専
門
学
校
で
は
、
平
成
29
年
に
一
般
曹
候
補
生

私
立
岩
倉
高
校
で
は
、
平
成
29
年
に
自
衛
官
候
補
生
と

を
招
へ
い
し
た
。

20
日
、
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
31
普
通
科

（
即
自
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

デ
ー
）
に
雇
用
企
業
主
等
16
社
36
名


